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■ 会 長 報 告            村松 章隆君

 

 会長：村松 章隆   副会長：早川 清人   幹事：内山 淑夫　  副幹事：松浦 正秋

国際ロータリー第2620地区　藤枝南ロータリークラブ 会報 2013年 3月 1日（金) No.31

例　会： 毎週金曜日 小杉苑　藤枝市青木2-35-30　  TEL：054-641-3321

事務局： 藤枝市青木1-11-10　TEL：054-647-2300 FAX：054-647-2040

    E-mail:club1991@fujieda-rotary.org

http://www.fujieda-rotary.org

第1030回

 

FUJIEDA  SOUTH  ROTARY  CLUB

●ソング 君が代・奉仕の理想

●ソングリーダー

藤枝南ロータリークラブ会報藤枝南ロータリークラブ会報

【｛２０１２-２０１３年度ＲＩテーマ】 ｚ中山 恵喜君

 
みなさんこんに

ちは！ 本日、理事

会がありましたの

で、後程 幹事より

報告があると思い

ます。 去る２月２

２日に静岡にて会

長幹事会がおこなわれました。 
議題は、ロータリーカードの普及について、各ク

ラブに要請依頼がありました。 
最終会長幹事会は、６月８日（土）９日（日）に

一泊２日の旅行に決定いたしました。 
私事で恐縮ですが、母が２月２４日早朝未明に

うっ血性心不全で亡くなりました。 
私の弟と暮らしていて、当日、窓のカーテンも閉

じていて、電気の明かりもなかったので、弟が寝

室に行くと、ベッドの足元の床に横たわっていて、

すでに心肺停止の状態でした。普段、母は、弟の

朝食を出して、仕事に出かけた後、服を着替える

のに、上半身は、普段着をつけて、下半身はスト

ッキングをはいた状態でいました。謎です。しば

らくロータリーの活動に迷惑お掛けしますが、よ

ろしくお願い申し上げて挨拶とさせていただき

ます。 

■ 理 事 会 報 告         内山 淑夫君 
• ３、４月プログラムについて承認されました。 

３月２９日（金）会員卓話、鈴木徹君→伊藤恒

君・江﨑君へ変更 

４月理事会→３月２９日（金）へ変更 

• 鈴木会員の退会について承認されました。 

• 会員旅行について承認されました 

会費 １人／３２，０００円。近日募集開始。 

• 「米山記念奨学生・世話クラブとカウンセラー

のお引受けについてのお願い」について、該当

者がいないため引受けなし、と承認されました。 

■ 幹 事 報 告            内山 淑夫君 
• ２６２０地区より、３月のロータリーレートの

お知らせがとどいております。１＄＝９２円です。 
• ２６２０地区より、会員増強地区目標達成に向

けてのお願いが届いております。 
• ２６２０地区より、ＩＴ推進セミナーの報告が

届いております。 
• ２６２０地区より、近隣クラブの活動報告が

届いております。 
浜松ハーモニーＲＣ「視覚障がい者映画鑑賞

例会の開催」 
甲府ＲＣ「R の友２月号に甲府ＲＣ主催講演が

掲載」 
静岡第２分区「ＩＭが静岡新聞に掲載」 

• 石和ＲＣより、名称変更のお知らせが届いてお

ります。 
• ２６２０地区より、 バギオだよりデイ３５号

が届いております。 
• ザ・ロータリアン誌３月号が届いております。 

◎ 表 彰                             
☆ポール・ハリス・フェロー表彰  渡邊 芳隆君 
☆マルチプル・ポール・ハリス・フェロー表彰 

伊藤 恒夫君 
池ヶ谷 勇君 

 
 
 
 
 

ポール・ハリス・フ

ェローの襟ピンが

贈呈されました。 
サファイヤ１粒
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■ 出 席 報 告              森竹 正晃君                      

本日のホームクラブ 
出席者 前回の補正出席者 

36／44 81.81％ 33／44 75.00％ 

(１)欠席者（事前連絡とメークアップをどうぞ） 
○飯田君 ○植田君 ○樽井君 ○寺田君 
○望月君 ○鈴木君 ○多々良君 内藤君 
(２)メークアップ者 
山田 壽久君（榛南） 森竹 正晃君（榛南） 
中山 恵喜君（榛南） 

■ スマイルＢＯＸ           森竹 正晃君                      

• ５８才になりました。信じられません。 
内山 淑夫君 

• 誕生プレゼントありがとうございます。 
竹田 敏和君 

• 結婚記念のプレゼントありがとうございまし

た。４１年目になります。     小林 敏正君 
 

スマイル累計額  ４４６，３３２円 

■ Ｉ Ｇ Ｍ 報 告                     
 
 
 
桑原 茂君 
 
 
 
 
――TPP は、国内の株価にどのような影響を与え

るでしょうか？ 

「私は、もし日本が TPP に参加しなかった場合、

株価が低迷する可能性が高いと考えています。保

護主義に走れば走るほど、国際社会から孤立して

しまい、海外投資家からも見放されてしまうから

です。これからは貿易を自由化し、金融市場も国

際化を進めていく必要があります」 

――では、TPP 参加は、株式市場にとってはプラ

ス材料なのでしょうか？ 

「はい。そう考えています。TPPが締結されたら、

私が株を買いたいくらいです」 

――おー、それはすごい！ でも、日本の農業に

は大打撃になると聞きますが… 

「現在、米に 778％、小麦に 252％などの関税が

かけられていています。農林水産省の発表では、

これらが撤廃されると食糧自給率が 40％から

14％まで下落すると言われています」 

――では、やはり、TPP に参加しない方が良いの

では？ 

「その選択肢は鎖国主義そのものです。参加しな

ければGDPが 10兆 5000億円も減少するという経

済産業省の試算もありますし、内閣府の試算では

TPP締結で GDPが上がるというデータもあるよう

です。日本の農業は、さらに規制緩和し、産業と

して育成する努力が必要です。先程の食料自給率

の件も、保護のやり方次第でどうにでもなる問題

だと思います」 

――なるほど、GDP が上がるという試算もあるん

ですか。どのような、企業が儲かるのでしょうか 

「自動車や電化製品などのメーカーは、関税が撤

廃されれば商品を安く輸出することができます。

あるいは、同額で輸出できれば、利益が増えるこ

とになります。どちらにしても株価上昇の好材料

になると予想できます。あとは、食品加工業や外

食産業も輸入食料品が安く手に入るため、利益率

が上がると思います」 

――逆に儲からなくなる企業もあるんですか？ 

「そうですね。農機具や肥料とかを扱っている会

社には、打撃を受ける可能性はありますが、どこ

まで影響が出るかは分かりません。全体的に言え

ば株価が下がる企業は少なく、TPP に参加するこ

とで、国の財政不安の解消も期待されるので、株

価にはプラス材料になるはずです」 

TPP 参加については、農家や経済界など、それぞ

れの立場によって主張が違うため、これからも注

意深く議論の行方を追っていく必要があります。 

具体的な銘柄は？  

TPP参加によって海外の農作物がどんどん入って

くるのはほぼ間違いないと思います。そうなると、

海外の農業も盛んになるでしょうから、たとえば、

農薬販売も拡充されることになります。農薬大手

は日本農薬。そしてクレハにも注目。農機も必要

になるので、クボタや井関農機の出番です。もし

かしたら種も必要になるかもしれません。そうな

ると、サカタのタネ。 

 

一方、食品を輸入している会社にもメリットがあ
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ります。たとえば牛肉を輸入し「すき家」を展開

しているゼンショーなどはその代表でしょう。水

産業にも影響はあるので、日本水産やマルハニチ

ロホールディングスなどもあがってきます。また、

輸入量が増えることを考えれば、海運の日本郵船

も恩恵ありでしょうか。また肉類も同じ。日本ハ

ムは輸入肉の割合が高いので、TPP によって関税

がかからないようになればかなり恩恵がありま

す。 

これからますます賑わいそうな TPP 銘柄。案外身

近な銘柄が注目されているようです 

 
 
 
 
若林 秀典君 
 
 
                   
ＴＰＰ（Ｔｒａｎｓ－Ｐａｓｉｆｉｃ Ｓｔｒａ

ｔｅｇｉｃ Ｅｃｏｎｏｍｉｃ Ｐａｒｔｎｅ

ｒｓｈｉｐ Ａｇｒｅｅｍｅｎｎｔ＝環太平洋

戦略的経済連携協定 ）について 
 １月２４日「味杉」で冨澤、多々良、川口、竹

田、若林の５人（知恵袋の植田、女泣かせの早川

は所要で欠席）で熱い激論を交わしました。まず、

日本が交渉に参加するかどうかよりもメリット、

デメリットを上げてみようということになりま

した。 
メリット 
１）外国からの輸入品に税金をかける「関税」の

撤廃。 
２）「税関」などの各国の貿易手続きを共通にし

たり、簡素にしたりする。 
３）いくつかの国をまたいでつくられた製品につ

いて、どこを「原産地」とするのかルールを共

通にする。 
４）新興国での大型の公共事業を海外の企業が請

け負うことができる。 
５）国有企業や原地企業をほかの国の企業より優

遇することをやめる。など 
 具体的には輸出品が今より安く売れるし、出店

時の規制をゆるめられたり、各国で海賊品や模

造品の対策が徹底されるなどがあげられます。 
デメリット 

１）輸入食物が安く入ってくるので農業は大打

撃を受ける。 
２）海外の投資と金融が日本国内で加速する。 
３）いろいろな分野でトラブルを処理するアメ

リカ人弁護士の活動が拡大する。 
４）医療分野において公的医療給付範囲の縮小、

医療機関の株式会社化、混合診療の全面解禁

等 
５）参加国間の労働者の移動の自由が認められ

れば低賃金労働者の流入。など 
 メリット、デメリット双方の言い分はあると思

いますが交渉に早く入ったほうが自国に有利に

なるような気がしました。 
 
 
鈴木 健夫君 
 
 
 
 
原発と TPP に

ついては、普段から気にはしていましたが、何の

予習もしていない自分を恥じつつ、会場に向かい

ました。 

メンバーも揃い、乾杯をして、話が始まりました。 

発表者になるかもしれないとの不安を抱えてこ

のミーティングへ参加しているので、一言一句も

聞き逃してはならないと、カバンからペンとメモ

を取り出そうとすると、みなさん口を揃えて、「そ

んなことする必要なし！」 

「え、でも次の例会で発表しなければならないの

では…」 

優しい望月さんが「僕、ちょっと調べたものがあ

りますから、明日その資料を送るね」と…。 

あとは、まあ、何とかなるかなと。 

送っていただきました資料には、TPP は、農業

だけでなく医療も営利目的の市場として解放を

迫られ、国民皆保険制度が崩壊、医療格差云々と

あり非常に勉強になりました。ありがとうござい

ました。 

ミーティングの方は、原発、エネルギー問題、

メタンハイトレード、シェールガス、いじめ、体

罰、子育て教育問題、 
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ミーティングは、いわゆる「オヤジの飲み会」の

如く、様々な話題へと展開していき非常に有意義

な時間を過ごすことができました。 

樽井リーダーをはじめ４班の皆様、ありがとうご

ざいました。 

■ 今 週 の 一 言       殿村 元二郎君

「私の父と母」                   
父は現在の御前崎市相良須々木の茶問屋の男3

人 女 1 人兄妹の末っ子として明治 40 年に生ま

れました。中学は静岡商業に入りました。当時の

静商は駿府城の内堀と外堀の間にあったようで、

4年間の寄宿舎生活で同級生との結びつきは強く、

卒業後「昭 2 会」というグループを作り、年に数

回静岡で飲んでいました。家に帰ると当日の出来

事を我々子供たちに楽しそうに話していました。

昭和 5 年に殿村へ婿養子として母と結婚し家業

を手伝っていましたが、昭和 11 年義父が他界し

28 歳の時当主なってしまったようです。若かっ

たので先輩の番頭さんたちとの折り合いは難し

かったようです。後々、母がその頃の板ばさみの

苦労をぼやいていました。 
戦争が本格化し昭和 16 年より統制経済になり家

業の椎茸、茶問屋は廃業し、現在の「ＢＩＶＩ」

の西側で中島飛行機の部品製作の工場を父の兄

と協同で経営していましたが、終戦で昭和 20 年

転業し食品製造の会社を始めました。製粉、製麺、

パン、水あめ（原料はサツマイモ）を製造してい

ました。当時私は小学校高学年になっていたため、

年に何回と工場に遊びに行ったこと記憶にあり

ます。 
昭和 25 年に統制が解除されたため会社を分割し、

戦前からの家業椎茸卸売業を昭和 27 年に藤枝町

上伝馬に開業しました。戦後の混乱期であったが、

歳も 4５歳～50 歳の働き盛りで、仕事も一生懸命

励んでいましたが、会社の経営以外に会議所の前

身藤枝商工会を渡辺哲朗会員の祖父と立ち上げ

ていた事や焼津信用金庫の藤枝進出に尽力して

いたことを記憶しています。 
普段は余り子供たちに関心はないように見受け

られましたが、昭和 28 年～31 年、自分が中学、

高校と 9 人制バレーボール部にいた頃、県中部大

会や県大会が駿府公園の中にあった野外のバレ

ーボール場での試合当日が日曜日なら、チーム全

員に差し入れを持って来てくれる気配りの付く

父親でした。 
80 歳台の前半に緑内障で目が悪くなり、その後

外出は少なくなり、テレビのお守りで一日を過ご

していました。好きな酒も株も控え、かなり自分

を抑えていたようです。89 歳の 12 月に、―朝早

く自分一人で風呂に入り心臓麻痺で亡くなりま

した。もう 15 年前の事です。 
 母は明治 43 年生まれ、藤枝上伝馬で生まれま

した。兄が一人いたようですが幼児の時亡くなっ

た為、一人娘として商家で育ちました。今の藤枝

西高に３回生で入学し、4 年卒業後、静岡の会計

事務所に 2 年程働かして貰ったようです。祖母は

会社の経理の仕事をしていた為、娘にも仕事を覚

えさせるつもりのようでした。18 歳のとき父と

結婚し、家には住み込みの若い従業員が５人程は

居たため、食事や生活の面倒を女中さんと共に見

ていたようです。祖母が昭和 11 年に 50 歳代前半

で亡くなってしまったため、母は２５歳と若かっ

たため最初は苦労したようです。外では比較的お

となしい女性との事ですが、家の中のこと、特に

4 人の子供の教育、進路、お寺の事、親戚の付き

合い等、家庭内のことは母親の考えが絶対強かっ

たです。母が首を立てに降らないと決まりません

でした。そんな母も８年前 9４歳で亡くなりま

した。贅沢を言うならもう少し長生きをしてくれ

たらと思うときもあります。   
 

●例会プログラム● 
例会日 クラブ行事 摘要 

3/8（金）

第 1031 回

ＩＭ報告 
ＩＧＭ報告  

3/15(金) 
第 1032 回

会員卓話  

3/22（金）

第 1033 回
早朝例会  

3/29（金）

第 1034 回
会員卓話  

4/6（土）

第 1035 回
花見例会  

 
         
 
 
 
 

    （担当／池ヶ谷君） 


